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4 月 24 日午後 6 時 30

分より、神港ビル 7 階会

議室にて、関西学院大学

の古川靖洋教授をお招

きし、4 月例会が開催さ

れました。古川先生は、義塾の商学部・商学研究

科で経営学を学ばれた後、他大学を経て現在は関

西学院大学総合政策学部に所属されています。 

講演のタイトルは「CSR と企業業績」でした。

前半では主に、企業はなぜ社会的責任（CSR: 

Corporate Social Responsibility ）を果たさなけ

ればならないのかについての解説があり、後半に

入ると、CSR と企業業績との関係が話題になりま

した。 

利潤追求が目的とされる企業が CSRを果たさな

ければならない理由は何なのか。この点について、

企業は社会というトータルシステムのうちの一つ

のサブシステムと捉えることができ、サブシステ

ムたる企業がトータルシステムたる社会に適応し

て存続していくためにはその責任（社会的責任）

を果たす必要がある、との解説がありました。昨

今では、東洋ゴム工業の免震ゴム性能偽装問題等、

コンプライアンス違反となる事例が大きく取り沙

汰されていますが、企業が存続していくためには

コンプライアンス違反などもってのほかで、環境

保全や地域貢献など CSR全般について推進してい

く時代になっていると考えられます。 

では、CSR を推進すれば企業業績が向上するの

でしょうか。この CSRと企業業績との関係につい

ては、まだ明確な研究結果が得られていないとの

ことでした。しかし、古川先生等の研究によれば、

CSR を戦略的要因として捉えて積極的に取り組む

ことによって、短期的にはコスト増となるものの、

長期的（若しくは超長期的）には財務業績にプラ

スとなることが分かってきました。長期の維持発

展を目指すのであれば、CSR への取り組みは企業

にとって必須であると言ってもいいのかも知れま

せん。 

上記のとおり企業が社会的責任を果たすべきで

あることは、多くの人が既に認めているところか

も知れませんが、その社会的責任の具体的な中身

については意見が分かれるように思われます。古

川先生は、「社会的責任の内容は時空によって変化

する」と指摘されていましたが、その変化を見誤

れば、明後日の方向に進んでいくことになりかね

ません。時代が多様化するなか、これからの企業

には、自己が果たすべき社会的責任として、その

時や場所に適したものを設定するセンスが求めら

れることになるのではないでしょうか。 
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5 月 27 日（水）午後 6 時 30 分より、神戸ポー

トピアホテルにて、平成 27 年度定時総会及び懇親

会が開催されました。日も長くなり、温かな陽光

差し込む会場で、34 名が参加する中、更なる親睦

を深めました。 

 総会は、規約により堺会長が議長となり、提

出された 4 つの議案は、すべて原案通り承認され

ました。また、4 月 1 日時点における会員数のご

報告があり、前年同時期に比べて 5 名増加の 250

名とのことです。 

 懇親会は、上島顧問の乾杯の音頭で始まりま

した。美味しいお料理に、各テーブルでの会話も

弾みました。途中、新任幹事を含めた幹事会のご

紹介、阪本評議員から読書会のご案内、当日ご出

席の顧問の先輩方からご挨拶を頂きました。また、

4 月に行われた統一地方選挙で見事当選された浦

上評議員（神戸市会）、岡会員（兵庫県会）からも

ご挨拶がありました。徳丸副会長の中締め挨拶の

後、今泉幹事の指揮で「若き血」を合唱し、益々

の倶楽部の発展を約し合いお開きとなりました。 
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 昭和 53 年法学部卒の松山敏明です。この度神戸

慶応倶楽部に入会させていただきました。 

 西宮市で生まれ育ち、大学から慶應に行きまし

た。卒業後は大阪で銀行員生活を 34 年間送り、現

在は縁あって塾の大先輩であります和田興産・和

田会長のもとでお世話になっています。 

 二十数年前に神戸に数年間勤務した経験はあり

ますが、子供の頃より親しんだ大好きな神戸の街

で再び仕事が出来ることに喜びを感じています。 

 まだまだ神戸についても不動産についても素人

でありますが、会員の皆様との交流を通じていろ

いろ教えていただきたいと思っております。 

どうぞよろしくお願いいたします。 
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 このたび入会させていただくことになりました

1979 年工学部数理工学科卒業の勝部芳樹です。卒

業後、理由あって進路を変更することとなり、現

在は出身地である西宮市上甲子園で内科開業医を

しております。長年西宮市に住んでおりますが神

戸慶應倶楽部のことは存じませんでした。先日、

学生時代の友人である関野博和君（東京在住）が

木村健様のゲストで例会に参加する機会があり、

私も二次会に出席させていただきました。短い時

間でしたが、世代を超えた和やかで、楽しい会で

あると感じました。またその席で学生時代のサー

クルの先輩である堺会長と卒業後初めて再会でき

るという偶然もあり、入会させていただく決心を

いたしました。現在、甲子園球場の近くに住んで

おりますが、食べ歩きが好きなこともあって近隣

の飲食店を日々探索しておりますので、野球観戦

の折などお近くにお越しの際はぜひご連絡くださ

い。よいお店にご案内させていただきたいと思い

ます。勤務の関係上、例会に参加できる機会は多

くはないのですが、可能な限り皆様方と交流を持

ちたいと思っておりますので今後ともよろしくお

願いいたします。 
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はじめまして、平成 21 年経

済学部卒の吉岡ななと申し

ます。 

 私は、生まれて間もない頃

に両親の事業の都合で京都

から神戸に越して以来ずっと、神戸で育ち、慶應

NY 学院高校・大学進学を経て、卒業後関西に戻っ

て参りました。ダイキン工業で 3 年ほどお世話に

なった後、2012 年よりファミリー資産の一部を管

理運用する会社を立ち上げ経営しております。 

 父も慶應出身（昭和 40 年卒）で、かつて神戸慶

應倶楽部に入会しておりました。事業立ち上げの

際に濱根会長や谷幹事長に激励の言葉をいただき

大変お世話になったようで、父がその頃の話を懐

かしんでよく話してくれます。また、私が幼い頃

に神戸ポートピアホテルで開かれた家族会に両親

と出席させていただいたことがあり、子供ながら

に慶應の絆の深さと人の温かさを実感しました。

大人になり自身も塾員となって、想い出いっぱい

の歴史ある会に入会させていただけたことを大変

嬉しく思います。よろしくお願いいたします。 
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 皆様初めまして。平成 15 年法学部政治学科卒の

松野慎治と申します。 

 在学中は小此木ゼミで国際政治を勉強し、卒業

後は出身地の京都に戻り銀行に就職しました。 

 趣味は旅行と写真で、時間があればカメラを持

って旅行に行っています。（写真の腕はなかなか上

がりませんが…） 

 この度神戸で勤務することになり、仕事では初

めてとなる神戸でより幅広い分野の方々とお会い

して勉強したいと思い、神戸慶應倶楽部に入会さ

せていただきました。今後ともご指導ご鞭撻のほ

ど、よろしくお願い致します。 
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≪神戸慶應倶楽部読書会 第３８回≫ 

 第３８回目の学問のすすめ読書会が、４月１５

日（水）に阪本豊起評議員の事務所で行われまし

た。参加者は、青戸、浅沼、古淵、佐井、阪本、

六拝、古武、善塔、得田、池田、宍戸、上原の１

２名でした。 

 今回は、佐井裕正前神戸慶応倶楽部会長から「

修身要領」の編纂経緯とその意義が語られました。

「修身要領」は日清戦争後の思想界の混迷、条約

改正という新しい事態に対して福沢先生が、現時

の社会に適する修身処世の綱領を作成することを

提唱されたことにより、小幡篤次郎、石川幹明、

福沢一太郎、土屋元作、日原正造らが編纂に当た

り明治３３年２月１日に完成したものですが、 

同３３年６月に福沢先生によって揮毫された決定

稿に基づいて、時事新報の付録としてその複製が

作成されました。もういくつも現存していない貴

重品ですが、此度、佐井君が巻き軸にしたうえで

神戸慶応倶楽部に寄贈してくれましたので、その

「修身要領」を鑑賞しながら、文明の概略の番外

編として２９条ある「修身要領」を佐井君の解説

で味わいました。 

 次回は、堀切民喜先輩による特別講演を予定し

ております。昭和２９年に経済学部を卒業され戦

後ずっと経済人として日本の経済を見てこられた

目から見た戦後の混乱期から現在のアベノミクス

までの日本経済の実態と今後の見通しについて語

られるのが楽しみです。貴重な機会ですので読書

会に参加されていない方もどうぞおいでください。 

ところで、文明の概略の輪読も残すは、最後の巻

之六第１０章「自国の独立を論ず」だけになりま

した。次々回から２回の予定で読了したいと考え

ていますが、この名著をみんなで声を出して読了

できたら素晴らしいことです。 

 その後の読書会の運営についてもそろそろ検討

しなければなりません。ご意見お聞かせください。 

 次回の読書会は、平成２７年６月２４日（水）

１８：３０から、阪本評議員の事務所（建隆ビル

Ⅱ３階）で、堀切民喜先輩による特別講演を行い

ます。 

   

ṥỖỖổỎṦ 

≪KKJC活動報告≫ 

 今新緑から梅雨に入るまでのこの季節、一年の中

でもっとも気持ちのよい時期だと思いますが如何

でしょうか？さて我々ＫＫＪＣの活動も活発に行

っておりますので以下紹介いたします。皆様ご存

じでしょうが、パナソニックにお勤めでジャズピ

アニストの小川理子さん（理工学部卒）が、4 月 1

付けで役員に昇任しました。テクニクスブランド

の責任者として再興を図る役割です。その小川さ

んがピアノとボーカルで参加するヨー木村トリオ

の出演する、毎年恒例の酒心館ライブに彼女のお

祝いを兼ねてＫＫＪC から 26 名が参加して、素晴

らしいアメリカンクラシックジャズ（1920 年代か

ら 30 年代のジャズ）の演奏を堪能しました。 

 この日は小川さんをクラシックジャズの世界に

誘った、元パナソニックの上司でバンドリーダー

の木村さん（早稲田卒）の喜寿のお祝いを兼ねて

おりましたので、会場は満員でいつになく素晴ら

しいコンサートになりました。その後会場を移し

てお二人をお祝いする祝賀会が開かれました。 

 堀切様の祝辞から始まり、浅沼様の乾杯の音頭

で会がなごやかにスタートしました。小川さんへ

のお祝いはＫＫＪC 新入会員の橋本様がアレンジ

した、バラとカーネーションのブリザーブド・フ

ラワーを贈りましたが、本当に綺麗で理子さんは

とても喜んでおりました。最後は塩谷様の一本締

めで楽しい会もお開きとなりました。 

 ＫＫＪＣメンバーのライブ活動は 2 件ありまし

た。まず 5 月 9 日の團裕子さんのライブですが、

華麗なるピアニスト・石川武司さんとギターの魔

術師・田村太一さんのＤＵＯをバックに素晴らし 

いステージでした。5 月 19 日は小生のライブで、

今回は生誕 100 年を迎えたフランク・シナトラ特

集を行い皆様のご声援を頂きながら楽しく歌うこ

とが出来ました。もうひとつの特記事項は昨年か
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ら歌にチャレンジされる方が増えてきました。皆

様歌のレッスンを受けたり、歌詞を覚えたりと、

健康の為にとても良いと言うことで少しずつ参加

者が増えております。参加希望者はレッスンの紹

介もいたしますので連絡下さい。5 月末には年に

一回の旅行を兼ねたジャズツアーを鳴門で行いま

すが、この内容は次回ご披露いたします。 

 さて、もうひとつご紹介したいことが有ります。

既に皆様にはご案内済みですが、7 月 11 日（土）

にポートピアホテルで行われる神戸慶應倶楽部の

家族会に、昨年のなにわジャズ大賞受賞者のピア

ニスト・石川武司さんと、ジャズやオリジナルで

個性的ではあるが素晴らしい歌唱力のあるボーカ

リスト・藤村麻紀さんが出演します。彼女は塾出

身で現在大阪芸術大学の準教授をしながら、ライ

ブ活動をしており、最近全てオリジナル曲のＣＤ

を発売しました。この二人の組み合わせはお勧め

ですので、音楽好きな方は是非ともご参加下さい。 

 tomoyuki.ohba@sand.ocn.ne.jp 
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＜初夏の写生会＞ 

晴天に恵まれた爽やかな初夏の一日、今回の写生

会は神戸ハーバーランドのモザイク近辺での開催。 

 ここ暫く写生会と云えば新緑或いは紅葉の自然

の風景が続いていましたが、今回は港。造船所、

倉庫、タワーや高層ビル群等、人口の美への挑戦

でした。と云えば恰好がいいのですが、これが又

難しい。樹木はどんなに曲がっていてもＯＫです

が、柱が曲がってしまっては建物は建っていられ

ないと云う当たり前の事から始まって、遠近に伴

う高低の差等々。嘘だと思われる方はまあやって

みなはれ。 
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とは云うものヽ明るい太陽の下、広々とした海原

をわたって来る潮風に吹かれての一日は最高でし

た。 

 描き終ってからの講評では先生から「こういう

風景は難しいんだよ。」とのお慰めを頂きました。

でも中には難題大歓迎の猛者も。今回の最優秀作

品賞は志原先輩へ。出来映えは「今月の絵」をと

くとご覧あれ。 

ṇ   

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

     

                                        

 

 



6 

♥  

Ʀ Ƕὤ ͈̝ǮǠ  ˹ᶥǶὤ Ǯ֓қǠȒ ǓẉǋǯǋǍᵿǮǠƳȆǱǜȅȉƲ

Ǜὤ ǯǛʝ ǲ ֓қǞǭǋǦǧǔƲ Σ ǵ ǲֱᴎ ҤșȏȔǞǖǑ

ǋ ǞʣǙȅǠƳ 

Ʀ Ǧ ƼɎɶɇɜɱ ǉȒǋǶ ǓȉǦȐǠ˔ Ǣǳẛ ƽ 

ǚȓǓǱǒǱǒ ǒǪǦǮǠƳʣ Ƕ ȖǪǨȊǋȅǞǦǵǮDVD ǮǰǍǥ  

 ‹ Ẑ  

ṌṌ ṌṌ 

 

ṕ 15 Ṗ 

 5 月 15 日（金曜日）第 52 回慶早ゴルフコンペ

が廣野ゴルフ倶楽部にて開催されました。当日は

朝から快晴で、最高のコンディションでした。今

年は慶應 19 名、早稲田 12 名の計 31 名、10 組で

した。昨年より参加者も増え、熱い戦いが繰り広

げられました。 

 結果は神戸慶應倶楽部 588 ストローク、神戸早

稲田倶楽部 634 ストローク。神戸慶應倶楽部が 4

6 ストロークの大差で勝利しました。（上位 8 名の

ネットスコアの合計）個人戦でも神戸慶應倶楽部

の圧勝という結果に終わりました。優勝は神戸慶

應倶楽部から森隆さん。－7 という驚愕のスコア

でした。 

 秋の慶早コンペは 9 月 2 日（水曜日）に神戸ゴ

ルフ倶楽部で開催されます。恒例のすき焼きパー

ティーも行われますので、また参加させていただ

きたいと思います。 

出席者（卒業年度順）森隆／宮崎和郎／佐井裕正

／多木良晴／延原耕三／山上高弘／堺充廣／城口

隆／野田敬二／森本泰暢／松尾茂樹／安井明子／

土井正孝／山本俊一／河野忠友／茂木立仁／山脇

秀敬／今泉良太／天竹清裕 
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